
Tuesday 19 January 2021, 19:00 TOPPAN HALL
19:00開演 トッパンホール
全席指定7,000円／学生3,500円
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モーツァルト
ヴァイオリン・ソナタ ト長調 K301（293a）

ヴァイオリン・ソナタ 変ロ長調 K454
Mozart

Sonate für Klavier und Violine G-Dur K301(293a)

Sonate für Klavier und Violine B-Dur K454

R.シュトラウス
オペラ《カプリッチョ》 Op.85より 〈月光の音楽〉

（J.デュクロ編）

ヴァイオリン・ソナタ 変ホ長調 Op.18
R.Strauss 

‘Mondscheinmusik’ aus “Capriccio” Op.85 (arr. J.Ducros)

Sonate für Violine und Klavier Es-Dur Op.18
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ギヨーム・ベロン

Renaud
Capuçon

Guillaume
Bellom

&



2020.8
カプソン写真©藤本史昭　ベロン写真©Manolo Mylonas

Ⅰ

トッパンホールWEBチケット www.toppanhall.com

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。

※本公演は新型コロナウイルス感染予防策として、席数を減じて開催いたします。

＊学生券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。

　母国フランスで、実力・人気ともに当代随一の

ヴァイオリニスト、ルノー・カプソン。2005年1

月、トッパンホールの〈エスポワール スペシャル〉

で日本デビューを果たして以来、ホールの常連とし

ての活躍ぶりも周知の通り。人柄をそのまま映し出

すかのように気品に満ちた艶やかな「美音」が織り

なす演奏で、ヴァイオリンの美しさ、弦楽器の魅力

を余すところなく伝えてきました。

　フランスものの印象が強いカプソンですが、ここ

数年は、モーツァルトに注力し、折に触れて「トッ

パンホールの空間でインティメートな聴衆を前に、

オール・モーツァルト・プログラムを弾きたい」と

語っていました。

　今回、最終的にはモーツァルトとR.シュトラウス

を組み合わせたプログラムとなりましたが、それは

近年お気に入りのピアニスト、ギヨーム・ベロンと

の兼ね合いもあるでしょうし、モーツァルトを数多

く弾き続けた結果の結論なのでしょう。たしかに熱

烈なモーツァルト・ファンだった父を持つR.シュト

ラウスは、《サロメ》《エレクトラ》といった前衛的

な作品を発表したのち、《ばらの騎士》でモーツァ

ルトへの回帰を試みて世間をあっと言わせ、その後

もモーツァルトを意識した作品を書き連ねていま

す。この2人の作品を並べることは、非常に興味深

い試みと言えましょう。また、どちらもカプソンの

水際立った技巧と、グァルネリ・デル・ジェスの名

器“Panette”から生みだされる圧倒的な美音が最大

限に活かされる作品であり、同時に初登場となるピ

アニスト、ギヨーム・ベロンの実力の程を知るには

うってつけの選曲となっています。

Renaud Capuçon
Guillaume Bellom
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ギヨーム・ベロン

ルノー・カプソン
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